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認されたoL(研尭部員会議 (2月 16､ 17日)報告参照)て､
2 素粒子論関係数投の選考
候補者を推薦 し､所長に交渉を-任 した ｡
3 素粒子論関係助手の選考
北門新作氏 (名大､大学院 D.3)を推薦 した｡
4 教川奨学生の選考
益川敏英 (名大､大学院D.3) 研究場所は名大
謝 世 哲 (東工大 〃 ク) ク 東工大
倉田春季 (北大､ /' /I) ,^ 基研
の三氏 を選考 した｡


































42年 8月 1日か ら44年 7月 31日迄｡ 5月末日迄に選挙奇行_う｡
素粒子論関係は核特宴､物性関係は物性小委にお願いするO
学外は 8名 (素粒子論関係 5名､物性関係 3名)選出する｡
学内は学外の結果をみて相談する｡
8･共同利用房のあ9万について ノ










o大学院の問題に閑 しては､現状の制度ではむ しろ学生の身分でな (I
feユユow Bhipのようなものに して､力を入れるべきではないか.
o｢国立科学院｣を作るとい う構想があるo
o任軍制は原則的にはよいこ とだとい う意見が多い.
o索所が他の (今迄あるもの又は出来るもの)共同利用研にどうい う影響
を凍ぼすかo
これらの問題を巡って次の享うな意見が出されたo
o最近は ｢大学 の外で｣と考えている研究者が沢山いるq
o基礎的な もの､細砕な ものが最初に必要であって､次に有用なもの.を作
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るように考えるべきだ｡
o素研は国立直韓研となると､大学 とは待遇がちが うので､それが大学と
の交流を妨げる原因になるのではないか.又専任､専従の問題では､大
きな研究所はある程度の固定所員 (専任)菅持っていな (てはいけない
とい う問題がある0
9 43年度概算要求について
43年度概算要求について,当研究所にては､下記の要求事項について帝
に強調する｡
o研究部門の増設-統計物理研究部門
o文教施設-共同利用研究農宿舎新嘗
oその他
×特別事業費
外国人招噂費については､渡航費を含めて賓求するo
国際会議出席渡航費 ′
×事務機構の整備
共同利用事務室の拡充
×雑件
電子計算機計算科 etc･
10 素粒子論関係助教授の後任について
公募する (1名)
5月末 日〆切
分野 ｢素粒子論､原子萌理論､宇宙線理論及びその周辺｣
以上 (文責 寒竹康江)
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